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(57)【要約】
【課題】２次電池を電源とする補聴器において、２次電
池を容易に且つ安全に交換可能な構成を実現する。
【解決手段】補聴器用バッテリ（１）は、補聴器本体ケ
ース（１１）の一部を構成するバッテリケース（２０）
と、該バッテリケース（２０）に設けられていて、該バ
ッテリケース（２０）を補聴器本体ケース（１１）に取
り付けた状態で、該補聴器本体ケース（１１）に設けら
れた接続端子（１５）に電気的に接続される出力端子（
２６）と、バッテリケース（２０）内に収納されていて
、出力端子（２６）及び接続端子（１５）を介して補聴
器本体部（１０）に電力を供給する２次電池（２３）と
、を備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補聴器本体ケースを備えた補聴器本体部に電力を供給する補聴器用バッテリにおいて、
　前記補聴器本体ケースの一部を構成するバッテリケースと、
　前記バッテリケースに設けられていて、該バッテリケースを前記補聴器本体ケースに取
り付けた状態で、該補聴器本体ケースに設けられた接続端子に電気的に接続される出力端
子と、
　前記バッテリケース内に収納されていて、前記接続端子及び出力端子を介して前記補聴
器本体部に電力を供給する２次電池と、を備えている、補聴器用バッテリ。
【請求項２】
　請求項１に記載の補聴器用バッテリにおいて、
　前記バッテリケースは、一方向に長い前記補聴器本体ケースに対し、該補聴器本体ケー
スの長手方向一端側に取り付け可能に構成されていて、
　前記出力端子は、前記バッテリケースを前記補聴器本体ケースに取り付けた状態で該補
聴器本体ケースの長手方向一端側に設けられた前記接続端子に電気的に接続されるように
、前記バッテリケースに設けられている、補聴器用バッテリ。
【請求項３】
　請求項２に記載の補聴器用バッテリにおいて、
　前記バッテリケースは、耳の外側に掛けるように装着される補聴器の前記補聴器本体ケ
ースに対し、該補聴器を耳に装着した状態で前記補聴器本体ケースの下側である長手方向
一端側に取り付けられる、補聴器用バッテリ。
【請求項４】
　請求項１に記載の補聴器用バッテリにおいて、
　前記バッテリケースは、柱状に形成されていて、その少なくも一方の端面が前記補聴器
本体ケースの一部となるように、該補聴器本体ケース内に配置可能に構成されている、補
聴器用バッテリ。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一つに記載の補聴器用バッテリにおいて、
　前記２次電池を充電するための充電端子を備えていて、
　前記充電端子は、前記バッテリケースに、補聴器を耳に装着した状態で頭部とは反対側
の位置で外部に露出するように設けられている、補聴器用バッテリ。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一つに記載の補聴器用バッテリにおいて、
　前記バッテリケースには、前記補聴器本体ケースに設けられた本体側係合部と係合可能
なバッテリ側係合部が設けられている、補聴器用バッテリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、補聴器に電力を供給するための電池を備えた補聴器用バッテリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、１次電池を電源とする補聴器が広く知られている。このような補聴器では、
電池の残容量が少なくなった場合には、電池の交換が必要になる。耳などに装着する補聴
器は、一般的に小型であり、電池交換には細かい作業が必要になるため、補聴器の電池交
換作業は、補聴器の利用者の大半を占める高齢者にとっては大変面倒な作業であった。
【０００３】
　そこで、例えば、特許文献１に開示されるように、補聴器のケースに凸部を設けて、電
池の交換作業を行いやすいように構成されたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２２０１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述のように、１次電池を補聴器の電源として用いた場合には、必ず電池交
換作業が発生する。これに対し、補聴器の電源として２次電池を用いて、該２次電池を補
聴器内に装着した状態で充電可能な構成にすることで、電池の交換頻度を大幅に低減する
ことが考えられる。
【０００６】
　ところが、２次電池を用いる場合には、２次電池の充電を制御するための充電回路や保
護回路等が必要になる。そのため、２次電池の交換が必要になった場合には、誤って電池
の周辺回路等を触ってしまう可能性がある。例えば、外出時などに２次電池の残容量がほ
とんどなくなった場合には、補聴器を使用できなくなるおそれがあるため、その際には、
補聴器内の２次電池を充電済みの２次電池等と容易且つ安全に交換可能な構成が望まれる
。
【０００７】
　そのため、本発明では、２次電池を電源とする補聴器において、２次電池を容易に且つ
安全に交換できる構成を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態にかかる補聴器用バッテリは、補聴器本体ケースを備えた補聴器本
体に電力を供給する補聴器用バッテリを対象としていて、前記補聴器本体ケースの一部を
構成するバッテリケースと、前記バッテリケースに設けられていて、該バッテリケースを
前記補聴器本体ケースに取り付けた状態で、該補聴器本体ケースに設けられた接続端子に
電気的に接続される出力端子と、前記バッテリケース内に収納されていて、前記接続端子
及び出力端子を介して前記補聴器本体に電力を供給する２次電池と、を備えている（第１
の構成）。
【０００９】
　以上の構成により、補聴器本体に電力を供給する２次電池は、バッテリケース内に収納
されているため、２次電池及びその周辺の回路に触れることなく、電池交換を行うことが
可能になる。しかも、電池を収納したバッテリケースは、補聴器本体ケースの一部を構成
しているため、バッテリケースは外部に露出した状態で補聴器本体ケースに取り付けられ
ている。これにより、補聴器本体ケースを分解することなく、補聴器用バッテリを容易に
着脱可能な構成を実現することができる。
【００１０】
　前記第１の構成において、前記バッテリケースは、一方向に長い前記補聴器本体ケース
に対し、該補聴器本体ケースの長手方向一端側に取り付け可能に構成されていて、前記出
力端子は、前記バッテリケースを前記補聴器本体ケースに取り付けた状態で該補聴器本体
ケースの長手方向一端側に設けられた前記接続端子に電気的に接続されるように、前記バ
ッテリケースに設けられている（第２の構成）。
【００１１】
　これにより、一方向に長い形状を有する補聴器本体ケースに対して、バッテリケースを
違和感なく取り付けることができる。すなわち、上述の構成により、一方向に長い補聴器
本体ケースを長手方向に延長するように、該補聴器本体ケースの長手方向一端側に補聴器
用バッテリのバッテリケースが取り付けられる。そのため、上述の構成によって、全体と
して補聴器の形状及びバランスを大きく崩すことなく、補聴器用バッテリを補聴器本体に
取り付けることができる。
【００１２】
　しかも、バッテリケースは、補聴器本体ケースの長手方向一端側に取り付けられるため
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、補聴器用バッテリの交換作業時には該補聴器用バッテリの把持が容易である。これによ
り、補聴器用バッテリの交換作業を容易に行うことができる。
【００１３】
　前記第２の構成において、前記バッテリケースは、耳の外側に掛けるように装着される
補聴器の前記補聴器本体ケースに対し、該補聴器を耳に装着した状態で前記補聴器本体ケ
ースの下側である長手方向一端側に取り付けられる（第３の構成）。
【００１４】
　こうすることで、耳の外側に装着されるいわゆる耳かけ型の補聴器において、補聴器用
バッテリを違和感なく補聴器本体に取り付けることができる。
【００１５】
　前記第１の構成において、前記バッテリケースは、柱状に形成されていて、その少なく
も一方の端面が前記補聴器本体ケースの一部となるように、該補聴器本体ケース内に配置
可能に構成されている（第４の構成）。
【００１６】
　これにより、補聴器本体ケースの一部を構成するように該補聴器本体ケース内に補聴器
用バッテリを配置できる。よって、補聴器用バッテリが補聴器本体の形状に大きく影響を
及ぼすことなく、該補聴器本体に補聴器用バッテリを取り付けることができる。したがっ
て、補聴器用バッテリが補聴器としての意匠性及び装着性に大きな影響を及ぼすのを防止
できる。
【００１７】
　前記第１から第４の構成のうちいずれか一つの構成において、前記２次電池を充電する
ための充電端子を備えていて、前記充電端子は、前記バッテリケースに、補聴器を耳に装
着した状態で頭部とは反対側の位置で外部に露出するように設けられている（第５の構成
）。
【００１８】
　こうすることで、補聴器本体に補聴器用バッテリを取り付けた状態でも、充電端子を介
して、該補聴器用バッテリ内の２次電池を充電することができる。しかも、充電端子は、
補聴器本体を耳に装着した状態で頭部とは反対側に設けられているため、補聴器の使用時
に充電端子が人体に触れるのを防止できる。
【００１９】
　前記第１から第５の構成のうちいずれか一つの構成において、前記バッテリケースには
、前記補聴器本体ケースに設けられた本体側係合部と係合可能なバッテリ側係合部が設け
られている（第６の構成）。
【００２０】
　これにより、本体側係合部とバッテリ側係合部とを係合させることで、補聴器本体と補
聴器用バッテリとを容易に接続することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の一実施形態にかかる補聴器用バッテリによれば、補聴器本体に対して補聴器用
バッテリを容易に着脱できるとともに、２次電池の交換作業時に２次電池や周辺回路等が
露出しないので、安全に交換作業を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、実施形態１に係る補聴器の構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、補聴器本体ケースに設けられた取り付け穴部の概略構成を示す図である
。
【図３】図３は、図２におけるＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図４】図４は、補聴器用バッテリの外観を示す斜視図である。
【図５】図５は、図４におけるＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】図６は、実施形態１の変形例に係る補聴器用バッテリの概略構成を示す断面図で
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ある。
【図７】図７は、実施形態２に係る補聴器の構成を示す斜視図である。
【図８】図８は、補聴器用バッテリと補聴器本体部との接続構造を拡大して示す図である
。
【図９】図９は、補聴器本体部側の接続構造を示す図である。
【図１０】図１０は、補聴器用バッテリ側の接続構造を示す図である。
【図１１】図１１は、図８におけるＸＩ－ＸＩ線断面図である。
【図１２】図１２は、実施形態２の変形例に係る補聴器用バッテリの概略構成を示す断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照し、本発明の実施の形態を詳しく説明する。図中の同一または相当部
分については同一の符号を付してその説明は繰り返さない。
【００２４】
　［実施形態１］
　（全体構成）
　図１は、本発明の実施形態１に係る補聴器用バッテリ１を備えた補聴器２の概略構成を
示す図である。補聴器用バッテリ１は、補聴器２に対して電力を供給するように構成され
ている。また、この補聴器用バッテリ１は、補聴器２の補聴器本体部１０における補聴器
本体ケース１１の一部を構成するように、該補聴器本体部１０内に配置される。
【００２５】
　補聴器２は、図示しない増幅回路や制御回路等が内部に収納された補聴器本体部１０と
、該補聴器本体部１０に接続されるフック部１２と、該フック部１２に接続されるチュー
ブ部１３とを備えている。補聴器本体部１０及びフック部１２は、耳を囲むように全体と
して略円弧状に形成されている。すなわち、本実施形態の補聴器２は、耳にかけて固定す
るタイプの耳かけ型補聴器である。
【００２６】
　補聴器本体部１０は、特に図示しないが、補聴器本体ケース１１内に、外部の音を増幅
するための増幅回路や補聴器の駆動を制御するための制御回路等を有している。補聴器本
体ケース１１は、例えばＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル、ブタジエン、スチレン共重合合
成樹脂）などの樹脂材料によって構成される。また、補聴器本体ケース１１は、図１に示
すように、側面視で、耳の後頭部側に沿うように一方向に長く且つ全体として緩やかな円
弧状に形成されているとともに、耳の後頭部側に隠れるような厚みを有している。補聴器
本体ケース１１は、補聴器２を装着した状態で使用者の頭部側に位置する頭部側側面１１
ａと、該頭部側側面１１ａに対向する外側面１１ｂと、該頭部側側面１１ａと外側面１１
ｂとの間で補聴器２の厚み方向に延びる周側面１１ｃとを有している。
【００２７】
　補聴器本体ケース１１には、周側面１１ｃのうち該補聴器本体ケース１１の長手方向の
一端側の部分に、フック部１２の一方の端部が接続されている。また、補聴器本体ケース
１１には、図２に示すように、外側面１１ｂのうちフック部１２が接続される側とは反対
側の部分に、後述する略円柱状の補聴器用バッテリ１を収納するための略円形の取り付け
穴部１１ｄが形成されている。具体的には、この取り付け穴部１１ｄは、図３に示すよう
に、補聴器本体ケース１１に、外側面１１ｂから頭部側側面１１ａ側に向かって略円柱状
に延びるように形成されている。
【００２８】
　図２及び図３に示すように、取り付け穴部１１ｄの外側面１１ｂ側の開口部分には、該
取り付け穴部１１ｄの内方側の部分よりも内径が拡大した拡径部１１ｅが形成されている
。この拡径部１１ｅは、後述する補聴器用バッテリ１の蓋部２２が位置付けられるような
大きさに形成されている。
【００２９】
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　また、取り付け穴部１１ｄの側面には、図２に示すように、互いに対向する位置に、外
側面１１ｂから底部に向かって延びる一対の溝部１１ｆが設けられている。これらの溝部
１１ｆは、外側面１１ｂ側に位置する部分が上述の拡径部１１ｅの一部を構成するように
、図２の方向（以下、取り付け穴部１１ｄの軸線方向ともいう）から見て、溝底が拡径部
１１ｅの側面と面一になるように形成されている。なお、本実施形態では、一対の溝部１
１ｆは、取り付け穴部１１ｄの軸線方向から見て、補聴器本体ケース１１の長手方向に並
ぶように設けられているが、この限りではなく、他の方向に並ぶように設けられていても
よい。
【００３０】
　さらに、図２および図３に示すように、取り付け穴部１１ｄの側面の底部側には、取り
付け穴部１１ｄの軸線方向から見て、上述の各溝部１１ｆに隣接するように一対の窪み部
１１ｇ（本体側係合部）が設けられている。具体的には、図２に示すように、これらの窪
み部１１ｇは、それぞれ、各溝部１１ｆに対して反時計方向側の位置に設けられている（
図２では窪み部１１ａを斜線で示す）。これにより、一対の窪み部１１ｇは、互いに対向
する位置に形成される。また、各窪み部１１ｇは、溝部１１ｆの溝底面（溝部１１ｆにお
ける取り付け穴部１１ｄの径方向側の面）まで、取り付け穴部１１ｄの底部を拡径するよ
うに形成されている。さらに、各窪み部１１ｇは、後述する補聴器用バッテリ１の突出部
２１ａが位置付けられるような大きさに形成されている。
【００３１】
　取り付け穴部１１ｄの底部には、図２及び図３に示すように、一対の接続端子１５が設
けられている。これらの接続端子１５は、取り付け穴部１１ｄの軸線方向から見て、上述
の一対の窪み部１１ｇの間に挟まれるような位置に設けられている。したがって、一対の
窪み部１１ｇ及び一対の接続端子１５は、取り付け穴部１１ｄの軸線方向から見て一方向
に並んでいる。特に図示しないが、接続端子１５は、補聴器本体部１０内の回路に電気的
に接続されている。また、後述するように、接続端子１５は、補聴器用バッテリ１の出力
端子２６と電気的に接続される。
【００３２】
　補聴器本体部１０に接続されるフック部１２は、樹脂製の部材であり、図１に示すよう
に、耳の上部に沿うように、全体として略円弧状に形成されている。また、フック部１２
は、一方の端部が他方の端部よりも太くなるように形成されている。フック部１２の太い
方の端部は、補聴器本体ケース１１の長手方向の一端側に接続されている。フック部１２
の内部には、補聴器本体部１０から出力される音を伝えるための音伝導通路(図示省略)が
形成されている。
【００３３】
　チューブ部１３は、チューブ状の樹脂製部材からなり、可撓性を有する。このチューブ
部１３は、その内部空間がフック部１２の音伝導通路に連通するように、一端側がフック
部１２の細い方の端部に接続されている。一方、チューブ部１３の他端側には、使用者の
耳内に挿入される耳栓部１４が設けられている。
【００３４】
　上述のような構成により、補聴器２は、外部の音を補聴器本体部１０で増幅して、その
増幅された音を、フック部１２及びチューブ部１３を介して耳栓部１４から使用者の耳内
に伝えることができる。これにより、使用者は、外部の音を、増幅された音として聞くこ
とが可能となる。
【００３５】
　（補聴器用バッテリ）
　補聴器用バッテリ１は、図４に示すように、全体として略円柱状に形成されている。補
聴器用バッテリ１は、図４及び図５に示すように、略有底円筒状の収納ケース２１と、該
収納ケース２１の開口側を覆う蓋部２２とを有している。これらの収納ケース２１及び蓋
部２２によって、バッテリケース２０が構成される。
【００３６】
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　また、補聴器用バッテリ１では、バッテリケース２０内に形成される空間内に、電池２
３（２次電池）や、該電池２３の充電回路等を構成する回路基板部２４、該回路基板２４
上に実装される回路部品２５等が収納されている。収納ケース２１と蓋部２２とは、例え
ば接着剤や接着テープ等によって接合されていてもよいし、嵌合によって接続されていて
もよい。
【００３７】
　収納ケース２１は、補聴器本体ケース１１に形成された取り付け穴部１１ｄ内に配置可
能な大きさに形成された有底円筒状の樹脂製の部材である。この収納ケース２１は、例え
ば、補聴器本体ケース１１を構成する樹脂材料と同等の材料によって構成される。また、
収納ケース２１は、内部に電池２３を収納可能な大きさに形成されている。
【００３８】
　図４及び図５に示すように、収納ケース２１には、外側面の底部側に、一対の突出部２
１ａ（バッテリ側係合部）が一体形成されている。これらの突出部２１ａは、収納ケース
２１の軸線方向から見て（図５の上下方向から見て）、収納ケース２１を挟んで対向する
位置に設けられている。また、これらの突出部２１ａは、補聴器本体ケース１１の取り付
け穴部１１ｄに設けられた窪み部１１ｇに係合可能な大きさに形成されている。
【００３９】
　また、収納ケース２１の底部には、図４及び図５に示すように、一対の突出部２１ａの
間の位置で該底部を貫通するように、金属製の一対の出力端子２６が設けられている。こ
れにより、収納ケース２１の突出部２１ａを、補聴器本体ケース１１の取り付け穴部１１
ｄに設けられた窪み部１１ｇに係合させると、該補聴器本体ケース１１に設けられた接続
端子１５と、収納ケース２１の出力端子２６とが接触する。また、収納ケース２１に設け
られた出力端子２６は、後述する回路基板２４を介して電池２３と電気的に接続されてい
る。これにより、出力端子２６及び接続端子１５を介して、電池２３の電力を補聴器本体
部１０側に供給することが可能になる。
【００４０】
　蓋部２２は、収納ケース２１と同様に、例えば、補聴器本体ケース１１を構成する樹脂
材料と同等の材料によって構成される。蓋部２２は、収納ケース２１と接続される側の面
の外周側が補聴器本体ケース１１に設けられた取り付け穴部１１ｄの拡径部１１ｅの段差
部分に当接するように、該収納ケース２１の外径よりも大きい直径を有する円盤状に形成
されている。すなわち、バッテリケース２０において収納ケース２１から外方にはみ出し
た蓋部２２の外周側部分（図５参照）は、補聴器用バッテリ１を補聴器本体ケース１１に
取り付けた状態で、該補聴器本体ケース１１の取り付け穴部１１ｄの拡径部１１ｅ内に位
置付けられる。このような構成にすることで、蓋部２２の外周側部分と補聴器本体ケース
１１の取り付け穴部１１ｄの拡径部１１ｅとによって、シール部が構成される。そのため
、補聴器用バッテリ１と補聴器本体ケース１１の取り付け穴部１１ｄの内面との間に、塵
埃や水等が進入するのを抑制することができる。
【００４１】
　また、この蓋部２２には、一対の充電端子２７が貫通するように設けられている。これ
らの充電端子２７は、後述する回路基板２４を介して電池２３と電気的に接続されている
。これにより、電池２３には、図示しない充電装置から充電端子２７を介して電力を供給
することが可能になる。なお、充電端子２７の外表面には、防湿性のコーティングが施さ
れていてもよい。
【００４２】
　また、蓋部２２におけるバッテリケース２０内方側の面には、凹部２２ａが形成されて
いる。この凹部２２ａ内には、回路基板２４上に実装される回路部品２５が配置される。
このような構成にすることで、補聴器用バッテリ１全体の小型化を図れる。
【００４３】
　さらに、図４に示すように、蓋部２２における収納ケース２１との取り付け側とは反対
側の面（以下、外表面という）には、一対のジグ取付凹部２２ｂが設けられている。これ
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らのジグ取付凹部２２ｂは、平面視で略矩形状に形成されている。このようなジグ取付凹
部２２ｂを蓋部２２の外表面に設けることによって、補聴器本体ケース１１から補聴器用
バッテリ１を着脱することが可能になる。すなわち、ジグ取付凹部２２ｂ内にジグ等を挿
入した状態で該ジグを回転させて（例えば図１の矢印右方向）、収納ケース２１の突出部
２１ａを窪み部１１ｇに係合させることで、補聴器用バッテリ１を補聴器本体ケース１１
に取り付けることができる。一方、ジグ取付凹部２２ｂ内にジグ等を挿入した状態で該ジ
グを反対方向に回転させて（例えば図１の矢印左方向）、収納ケース２１の突出部２１ａ
を溝部１１ｆ内に位置付けることで、補聴器用バッテリ１を補聴器用本体ケース１１から
取り外すことが可能になる。
【００４４】
　電池２３は、充放電可能なコイン型の２次電池である。電池２３は、例えばリチウムイ
オン二次電池であってもよいし、他の構成の２次電池であってもよい。
【００４５】
　回路基板２４は、フレキシブル基板によって構成されている。この回路基板２４は、円
形状の２つの基板を接続したような形状をしている。すなわち、回路基板２４は、図５に
示すように、平面視で、コイン型電池である電池２３の外形と同等の大きさを有する円形
状の一対の実装部２４ａと、該実装部２４ａ同士を接続する接続部２４ｂとを備えている
。回路基板２４は、電池２３に対して、一対の実装部２４ａによって該電池２３を間に挟
みこむように配置される。なお、特に図示しないが、収納ケース２１の内側面には、接続
部２４ｂを配置するための溝部が形成されている。
【００４６】
　一対の実装部２４ａのうち一方の実装部２４ａには、回路部品２５が実装されている。
また、該一方の実装部２４ａには、特に図示しないが、配線パターン及び電極パターンが
形成されている。蓋部２２を収納ケース２１に取り付けた状態で、実装部２４ａに設けら
れた電極パターンに対して、蓋部２２に設けられた充電端子２７が面接触する。
【００４７】
　一対の実装部２４ａのうち他方の実装部２４ａにも、特に図示しないが、配線パターン
及び電極パターンが形成されている。収納ケース２１内に回路基板２４を配置した図５の
状態で、実装部２４ａに設けられた電極パターンに対して、収納ケース２１に設けられた
出力端子２６が面接触する。
【００４８】
　（実施形態１の効果）
　以上より、この実施形態によれば、補聴器本体部１０の補聴器本体ケース１１に、取り
付け穴部１１ｄを設けるとともに、該取り付け穴部１１ｄ内に補聴器用バッテリ１を取り
付けることにより、充電回路等が必要な二次電池を補聴器本体部１０に対して容易に着脱
できる。しかも、補聴器用バッテリ１の一部が補聴器本体ケース１１の一部を構成するた
め、該補聴器用バッテリ１の一部が露出した状態であり、該補聴器本体ケース１１に対し
て補聴器用バッテリ１をより容易に着脱できる。
【００４９】
　また、補聴器用バッテリ１の充電端子２７を、補聴器本体部１０に露出させるようにし
たため、該補聴器用バッテリ１を補聴器本体ケース１１から取り外すことなく該補聴器用
バッテリ１の充電を行うことができる。
【００５０】
　しかも、補聴器用バッテリ１の充電端子２７は、耳かけ型の補聴器２を耳に装着した状
態で、補聴器本体部１０における頭部とは反対側に位置するように設けられている。これ
により、補聴器２を耳に装着している状態で、補聴器用バッテリ１の充電端子２７が人体
に接触するのを防止できる。
【００５１】
　（実施形態１の変形例）
　図６に上述の実施形態１の変形例を示す。この変形例では、充電端子の代わりに非接触
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充電によって電池２３の充電を行う。実施形態１の構成と異なる点についてのみ以下で説
明し、実施形態１と同様の構成には同一の符号を付して説明を省略する。
【００５２】
　具体的には、図６に示すように、補聴器用バッテリ３０は、充電端子の代わりに受電コ
イル３１を備えている。この受電コイル３１は、回路基板２４に対して配線３２によって
接続されている。受電コイル３１は、深皿状の蓋部３３の内側に接着固定されている。す
なわち、受電コイル３１は、収納ケース２１及び蓋部３３によって構成される空間内に、
回路基板２４よりも上方に配置されている。また、受電コイル３１で生じる磁気によって
回路部品２５や電池２３が影響を受けないように、受電コイル３１と各構成部品との間に
は、磁気シール３４が配置されている。
【００５３】
　なお、この構成においても、収納ケース２１と蓋部３３との間は、接着剤や接着テープ
によって接合されていてもよいし、嵌合によって接続されていてもよい。この変形例でも
、これらの収納ケース２１と蓋部３３とによってバッテリケース３５が構成される。
【００５４】
　以上の構成により、補聴器用バッテリ３０内の電池２３を充電するための充電端子が不
要になる。そのため、補聴器バッテリ３０の気密性の向上を図れるとともに、使用者等が
端子に触れるのを防止できる。
【００５５】
　また、受電コイル３１を蓋部３３側に設けることによって、補聴器用バッテリ３０を補
聴器本体ケース１１に取り付けた状態で受電コイル３１が該補聴器本体ケース１１の外表
面側に位置する。これにより、補聴器用バッテリ３０を補聴器本体ケース１１に取り付け
た状態でも、該補聴器用バッテリ３０内の電池２３を効率良く充電することが可能となる
。
【００５６】
　［実施形態２］
　図７に、本発明の実施形態２に係る補聴器用バッテリ４０を備えた補聴器６０の概略構
成を示す。この実施形態の構成は、補聴器用バッテリ４０を補聴器本体部６１の端部に取
り付ける点で、上述の実施形態１とは構成が異なる。以下の説明では、実施形態１の構成
と異なる点についてのみ説明し、実施形態１の構成と同様の部分には同一の符号を付して
説明を省略する。
【００５７】
　具体的には、図７に示すように、補聴器用バッテリ４０は、補聴器本体部６１において
フック部１２が設けられていない側の端部に取り付けられる。すなわち、この実施形態で
は、補聴器用バッテリ４０は、補聴器本体部６１から連続した形状に形成されていて、該
補聴器本体部６１に取り付けられることで、従来の補聴器本体の形状になるように形成さ
れている。
【００５８】
　補聴器本体部６１は、全体として略円弧状に形成されている。具体的には、補聴器本体
部６１は、補聴器用バッテリ４０を取り付けた状態で従来の補聴器本体の形状になるよう
に、長手方向の端部側が切断されたような形状を有する。補聴器本体部６１は、実施形態
１の構成と同様、補聴器本体ケース６２内に各回路部品等が配置されることにより構成さ
れている。
【００５９】
　補聴器本体ケース６２は、補聴器６０を耳の外側に装着した状態で使用者の頭部側に位
置する頭部側側面６２ａと、該頭部側側面６２ａに対向する外側面６２ｂと、該頭部側側
面６２ａと外側面６２ｂとの間で補聴器６０の厚み方向に延びる周側面６２ｃとを有して
いる。この周側面６２ｃのうち、フック部１２とは反対側に位置する端部は、補聴器用バ
ッテリ４０が接続される接続面６２ｄを構成する（図８参照）。
【００６０】
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　図８及び図９に示すように、補聴器本体ケース６２の接続面６２ｄには、該接続面６２
ｄの法線方向に突出する一対の係合部６３（本体側係合部）が設けられている。これらの
係合部６３は、接続面６２ｄ上に、外側面６２ｂが上面になるように配置した状態（図９
に示す状態）で横並びになるように設けられている。各係合部６３は、接続面６２ｄから
法線方向に突出するとともに、その先端側が一対の係合部６３の並び方向（外側面６２ｂ
が上面になるように配置した状態で横方向）に向かって屈曲するように形成されている。
すなわち、各係合部６３は、外側面６２ｂ側から見て（図８の上側から見て）、略Ｌ字状
に形成されている。
【００６１】
　また、補聴器本体ケース６２の接続面６２ｄには、図９に示すように、係合部６３より
も頭部側側面６２ａ側に、一対の接続端子６４が設けられている。これらの接続端子６４
は、各係合部６３に対応するように、該各係合部６３の近傍に設けられている。なお、接
続端子６４も、上述の実施形態１における接続端子１５と同様、補聴器本体部６１内の各
回路に電気的に接続されている。
【００６２】
　補聴器用バッテリ４０は、図１１に示すように、有底筒状の収納ケース４１及び深皿状
の蓋部４２によって形成される空間内に、電池２３等の各構成部品が収納された構成を有
する。この実施形態でも、これらの収納ケース４１及び蓋部４２によって、バッテリケー
ス４７が構成される。
【００６３】
　収納ケース４１には、図８及び図１０等に示すように、補聴器本体ケース６２と接続す
る面に、係合部６３と係合可能な一対の凹部４１ａ（バッテリ側係合部）が形成されてい
る。具体的には、これらの凹部４１ａも、係合部６３と同様、図８及び図１０に示した状
態で横方向に並ぶように設けられている。また、凹部４１ａは、係合部６３の屈曲した先
端部分を挿入可能な入り口を有するとともに、その内部空間が一方向（凹部４１ａの並び
方向）に拡大するように形成されている。これにより、凹部４１ａ内に係合部６３を挿入
した後、該係合部６３を横方向にスライド移動させることにより、該係合部６３を凹部４
１ａ内に係合させることができる。
【００６４】
　また、補聴器用バッテリ４０における補聴器本体ケース６２との接続面には、該補聴器
本体ケース６２の係合部６３と補聴器用バッテリ４０の凹部４１ａとを係合した状態で、
該補聴器本体ケース６２に設けられた接続端子６４と電気的に接続するように、出力端子
４３が設けられている。すなわち、補聴器用バッテリ４０の出力端子４３も、上述の補聴
器本体ケース６２における係合部６３と接続端子６４との関係と同様、各凹部４１ａの近
傍に設けられている。なお、補聴器本体ケース６２に設けられる接続端子６４と、補聴器
用バッテリ４０に設けられる出力端子４３とは、同等の形状及び大きさを有している。
【００６５】
　次に、補聴器用バッテリ４０の内部の構成について図１１を用いて詳細に説明する。
【００６６】
　図１１に示すように、有底筒状に形成された収納ケース４１と蓋部４２とによって形成
される空間内には、電池２３、回路基板４５及び回路部品２５等が収納されている。電池
２３は、収納ケース４１の底部に形成された窪み内に嵌合によって固定されている。回路
基板４５は、フレキシブル基板によって構成されていて、電池２３の側面（例えば正極側
）及び上面（例えば負極側）を覆うように断面略Ｌ字状に配置されている。これにより、
回路基板４５は、電池２３の正極及び負極に電気的に接続されている。
【００６７】
　また、回路基板４５は、上述の出力端子４３にも電気的に接続されている。さらに、回
路基板４５は、蓋部４２に設けられた充電端子４４にも配線４６を介して電気的に接続さ
れている。なお、この充電端子４４も、上述の実施形態１の構成と同様、補聴器６０を装
着した状態で人体には接触しない面に露出するように設けられている。回路部品２５は、
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断面略Ｌ字状の回路基板４５のうち電池２３の上面上に位置する部分に、実装されている
。
【００６８】
　（実施形態２の効果）
　以上より、この実施形態の構成によれば、補聴器本体部６１の端部に、補聴器用バッテ
リ４０を取り付ける構成にしたため、２次電池や回路等を有する補聴器用バッテリ４０を
容易に着脱することが可能になる。
【００６９】
　しかも、上述のような構成にすることで、補聴器用バッテリ４０を容易に把持すること
ができ、補聴器本体部６１への補聴器用バッテリ４０の着脱作業が容易になる。
【００７０】
　また、補聴器本体部６１及び補聴器用バッテリ４０を、それぞれ密閉構造とすることが
可能になるため、該補聴器本体部６１及び補聴器用バッテリ４０内への塵埃や水分等の進
入を抑制することができる。
【００７１】
　（実施形態２の変形例）
　図１２に実施形態２の変形例を示す。この変形例では、上述の実施形態１の変形例と同
様、充電端子の代わりに非接触充電によって電池２３の充電を行う。実施形態２の構成と
異なる点についてのみ以下で説明し、実施形態２と同様の構成には同一の符号を付して説
明を省略する。
【００７２】
　具体的には、図１２に示すように、補聴器用バッテリ５０は、充電端子の代わりに受電
コイル５１を備えている。この受電コイル５１は、回路基板４５に対して配線５２によっ
て接続されている。受電コイル５１は、深皿状の蓋部４２の内側に接着固定されている。
すなわち、受電コイル５１は、収納ケース４１及び蓋部４２によって形成される空間内に
、回路基板４５よりも上方に配置されている。また、受電コイル５１で生じる磁気によっ
て回路部品２５や電池２３が影響を受けないように、受電コイル５１と各構成部品との間
に、磁気シール５３が配置されている。
【００７３】
　なお、この構成においても、収納ケース４１と蓋部４２との間は、接着剤や接着テープ
によって接合されていてもよいし、嵌合によって接続されていてもよい。
【００７４】
　以上の構成により、補聴器用バッテリ５０を充電するための充電端子が不要になるため
、補聴器バッテリ５０の気密性の向上を図れるとともに、使用者等が端子に触れるのを防
止できる。
【００７５】
　また、受電コイル５１を蓋部４２側に設けることによって、補聴器用バッテリ５０を補
聴器本体ケース６２に取り付けた状態で受電コイル５１が該補聴器本体ケース６２の外表
面側に位置する。これにより、補聴器用バッテリ５０を補聴器本体ケース６２に取り付け
た状態でも、該補聴器用バッテリ５０内の電池２３を効率良く充電することができる。
【００７６】
　（その他の実施形態）
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、上述した実施の形態は本発明を実施するため
の例示に過ぎない。よって、上述した実施の形態に限定されることなく、その趣旨を逸脱
しない範囲内で上述した実施の形態を適宜変形して実施することが可能である。
【００７７】
　前記各実施形態では、補聴器本体部１０及びフック部１２は、耳を囲むように全体とし
て円弧状に形成されているが、この限りではなく、補聴器として用いられる他の形状であ
ってもよい。
【００７８】
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　前記各実施形態では、補聴器本体部１０，６１にフック部１２を接続し、該フック部１
２にチューブ部１３を接続しているが、この限りではなく、補聴器本体部１０，６１に直
接、チューブが接続されたタイプの補聴器であってもよい。
【００７９】
　前記各実施形態では、回転やスライドによって部材同士を係合させているが、この限り
ではなく、爪部を係合させる構成やねじ部によって螺合する構成であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明による補聴器用バッテリは、補聴器本体部に着脱可能な電池ユニットとして利用
可能である。
【符号の説明】
【００８１】
１，３０，４０，５０：補聴器用バッテリ、２，６０：補聴器、１０，６１：補聴器本体
部、１１，６２：補聴器本体ケース、１１ｇ：窪み部（本体側係合部）、１５，６４：接
続端子、２０，３５，４７：バッテリケース、２１ａ：突出部（バッテリ側係合部）、２
３：電池（２次電池）、２６，４３：出力端子、２７，４４：充電端子、３１，５１：受
電コイル、４１ａ：凹部（バッテリ側係合部）、６３：係合部（本体側係合部）

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図８】
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